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	項目
	イラスト
	お話し

	Ⅰ
	ａ
	
[image: image1]
	イエス様は十字架にかけられ、お墓に入れられました。３日目に、マグダラのマリヤがお墓に行くと、そこにはイエス様のからだはありませんでした。マリヤは、悲しくなりもう一度お墓の中をのぞいてみました。


	
	ｂ
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	すると、白い服を着た二人の御使いがいました。御使いは、「なぜ泣いているのですか。」と、マリヤにたずねました。



	
	ｃ
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	マリヤは言いました。「誰かがイエス様のからだを取っていきました。それでどこに置いたのかわからないのです。」



	Ⅱ
	ａ
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	マリヤが後ろを振り返ってみると、なんとそこにイエス様が立っているではありませんか。



	
	ｂ
	
[image: image5]
	しかし、マリヤはその人がイエス様だとわかりませんでした。イエス様は、「なぜ泣いているのですか。誰をさがしているのですか。」とマリヤに聞きました。でも、マリヤはまだわかりません。「あなたが、イエス様を運んだのでしたら、どこに置いたのですか。私がイエス様のからだを引き取ります。」

	項目
	イラスト
	お話し

	Ⅱ
	ｃ
	
	

	Ⅲ
	ａ
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	そこでイエス様は、「マリヤ」と声をかけました。



	
	ｂ
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	その時マリヤは、その人がイエス様だとわかったのです。



	
	ｃ
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	マリヤは、イエス様が死からよみがえられたこと、そしてイエス様が話されたことを弟子たちに伝えました。


	結論

(適用)
	
[image: image9]
	あなたは、悲しくて泣きたくなる時はありませんか？でも、イエス様がいつも共にいて私たちを助け、励ましてくださいます。イエス様は、死んでいなくなった神様ではなく、よみがえられた神様です。イエス様が、石や木で造られた何もできない神様ではなく、生きておられることを一緒に喜びましょう！そして、マリヤが弟子たちに復活のイエス様を伝えたように、私たちの友だちにも「イエス様がいるから大丈夫。イエス様はよみがえって信じる私たちと一緒にいるんだよ。」と伝えていきましょう。
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